
国　語 
〈出題傾向〉
（現代文）

二五〇〇～四五〇〇字程度の文章が出題されており、三〇〇〇
字程度の文章が多い。二〇二四年度の出題文は、全て評論文だっ
た。出題文のテーマは、歴史・哲学・文学・科学に関するものな
どで、一九八〇～二〇二〇年代に書かれた文章が使われている。
出題文は論理的な読解力を求める内容だが、難解なものはない。

個々の設問内容に関して、漢字問題は例年必出で、いずれの日
程においても、五～十一問ほどが出題されている。大半の日程で
は、語句の意味を問う問題も出題され、単語・熟語・慣用表現に
ついて問われている。特に難解な語句は問われていないが、誤用
されやすい表現が問われることもあり、選択肢の中から正確な意
味を選ぶ力が必要である。また、接続語・語句・脱落文を空欄に
補充する問題など、本文の文脈、論理を精緻に読み取らせる問題
が多く出題された。

さらに、傍線部の意味・内容を問う問題が全ての日程で出題さ
れている。また、傍線部における筆者の考えを問う問題や本文と
の内容合致を問う問題など、本文全体の正確な内容の把握が要求
される問題も出題される傾向にある。本文全体の把握が必要とさ
れる問題では、他の設問で問われた筆者の主張がさらに発展的に
問われたりする場合がある。一つの設問の間違いが他の設問に波
及して、得点を大きく落とす可能性があるので、設問同士に関連
がありそうな場合は注意して解くようにしよう。

また、二〇二四年度は、単語や語句の抜き出し問題の出題はな
かった。文章で解答する記述問題は、二〇二二年度・二〇二三年
度に引き続き、二〇二四年度も出題がなかった。

その他、文学史の問題が二〇二四年度では二日程で出題された。
（古文）

二〇二二年度は、平安時代の長編物語『源氏物語』、江戸時代中
期の軍記物語『前々太平記』、江戸時代後期の『亮々草紙』、平安
時代末期の成立とされる説話集『唐物語』から出題された。また、
二〇二三年度は、平安時代の長編物語『源氏物語』、江戸時代の仮
名草子『女郎花物語』、江戸時代の歌集『としなみ草』、平安時代
の説話集『今昔物語集』から出題されており、両年度ともに、受
験生にとってあまり馴染みのない作品からの出題が見られた。

二〇二四年度は、平安時代の長編物語『夜寝覚物語』、平安時代
の歌物語『平中物語』、江戸時代の狂言論書『わらんべ草』、江戸
時代の書簡集『許六宛去来書簡』から出題されており、あまり知
名度の高くない古典からの出題が多かった。

本文量については、二〇二三年度は、前期Ａ方式・Ｂ方式が九
〇〇～一二〇〇字程度であり、後期が一七〇〇字程度であったが、
二〇二四年度は、前期Ａ方式・Ｂ方式が九〇〇～一五〇〇字程度
であり、後期が五〇〇字程度であった。二〇二三年度は前期Ｂ方
式のみで和歌を含む文章から出題されたが、二〇二四年度では、
前期Ａ方式とＢ方式で和歌を含む文章が、後期で俳句を含む文章
が出題された。設問数は、二〇二二年度・二〇二三年度と大きな
違いはなく、八～十問であった。設問内容は、現代語訳、傍線部
の内容説明、空欄補充、内容合致などの読解力を測定する設問を
中心に、古語の意味、用言・助動詞の文法的知識を問う設問もほ
とんどの日程で出題されている。また、文学史などの基本的な知
識を問う設問も出題されている。

総じて、本文と設問のバランスのとれた出題内容であり、バラ
エティーに富んだ設問構成である。解答するにあたって、余裕が
ある試験時間とは言えないので、時間配分には十分注意したい。

〈学習対策〉
（現代文）

上記の傾向分析からうかがえるように、本文の部分的理解だけ
でなく、本文全体の内容が把握できているかも問われるのが本試
験の特徴である。出題形式に惑わされず、大学側が受験生に求め
ている学力は、国語力の基盤である「語彙力」と、それを基にし
た「読解力」であることを押さえておこう。

まず、漢字問題の出題数が多く、必ず出題されるため、日々の
学習の中で漢字の書き取り・読み取りの訓練を行う習慣をつけよ
う。特に、漢字問題では同音異義の熟語の区別が大切である。意
味のわからない熟語に出会ったときに、すぐに辞書で意味を調べ、
同音異義語を区別しよう。また、漢字を使いこなすことができる
ようになるためには、単に「書ける・読める」だけでは不十分で、
意味を把握しておく必要がある。さらに、慣用表現についても、
文章の中で、意味のわからないものに出会ったら、必ず辞書を引
いて正しい意味を確認しておこう。このように、「調べて覚える」
学習姿勢を意識的に確立することが大切である。こうして語彙力
を身につけておくと、語句の空欄補充問題や脱文補充問題を解く
際に役立つだろう。

次に、文章の「読解」では、本文中の論理関係を把握するため
に、接続語・指示語・構文などの文法を理解しておくことが基本
となる。基礎的な問題集や過去問の文章を使い、接続語や指示語
によって、文と文、あるいは段落と段落がどのような関係になっ
ているかを意識しながら読む練習を行おう。こうした学習を積み
重ねて、文脈を把握する力をつけることができる。　

また、問題を解く際、傍線部が本文のどの部分と関連している
のか、あるいは、選択肢のどの部分が本文のどこと関連している
のかなど、文章と文章の対応関係を常に意識し、それを手がかり
にして問題を解いていくことを意識しよう。

（古文）
有名でない出典からも出題されることがあるため、古文を正確

に読解する力が必要である。また、古語・文法の知識や古典常識
などをある程度インプットしておかないと、古文の読解は難しい。

二〇二二年度・二〇二三年度に引き続き、二〇二四年度も和歌
に関する設問があった。その対策のため、和歌の読解に不可欠な
縁語・枕詞・掛詞などの修辞を、しっかり理解しておこう。また、
二〇二四年度は俳句についての出題もあり、松尾芭蕉とその主要
な弟子（向井去来・宝井其角）など、俳諧についての予備知識が
あると解きやすい問題であった。

本文中の和歌や俳句に関連する文学史の問題が出題されること
もあるため、日頃から有名な和歌や俳句、歌集や句集について、
概要を把握しておくことが望ましい。また、有名な出典について、
年代やジャンルが同じ選択肢を選ばせるような問題は頻出のため、
国語便覧などを用いて知識を整理しておくと、文学史の問題を確
実に得点できるだろう。
●正確な読解力養成のために
① 古語の理解…動詞・形容詞などの用言は、助動詞と組み合わせ

て現れた場合でもすぐに意味が把握できるようにしよう。また、
「現代と意味の異なる語」や「複数の意味を持つ語」の二種類は
特に出題されやすいので注意する。現代と意味の異なる語につ
いては、辞書の意味を確実に暗記しておくことが必須である。
複数の意味を持つ語が出題されるときは、文脈に適した意味を
選んで答える力が求められる。辞書の意味を丸暗記するのでは
なく、語の中心的な意味や由来を理解しておき、文脈に応じて
判断できるようにしておこう。

② 文法的知識の定着…助動詞や助詞の用法、意味・用法の識別な
どは必出なので、こうした問題で失点しないように、しっかり
学習をしておきたい。まず、古典文法の問題集を一冊解いて理
解が不十分な苦手分野を明らかにしよう。そして、苦手分野の
知識を繰り返し復習して、得点源に変えよう。

●記述対策もしておこう
　記述式設問の出題は、二〇二四年度にはなかったが、過去に

出題されていた。記述式設問が復活したときに備えて、問題集や
参考書で記述式設問にふれ、実際に解答を書いて慣れておこう。

そのとき、模範解答の着眼点及び解答作成の手順を確認してお
くことが大切である。

また、時代が異なると古文の文体も大きく異なる。どの時代が
出題されても戸惑わないように、中古に限らず中世や近世の時代
の作品にもふれておくとよいだろう。
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〈出題のねらい等〉
全体を通して

前期Ａ方式・前期B方式・後期、いずれも国語の基礎学力を試
す問題で、すべて選択問題となります（記述問題はありません）。
　

現代文の前半では、漢字の識別（同じ漢字が使用されている語
句を選択）や読み方、故事成語を含む語句の意味、接続詞や副詞
の空欄補充といった、基礎的な語彙力に関する問題を出していま
す。ふだんの読書などを通して、大学生となるにふさわしい語彙
を身に付けているかを試みる意図です。

また、それなりの長さを持った文章中の語句を問うていますの
で、たんに「語句を知っている」だけではなく、文脈に即した適
切な解答を選ぶことができるかがポイントとなります。接続詞や
副詞の空欄補充問題が、文脈を理解せずに解くことができないの
はもちろんですが、それ以外の問題も、前後の語句との呼応や文
脈を踏まえ、選択肢を絞り込んでいく必要があります。

後半では、文章の一部分、あるいは全体の趣旨を理解できてい
るかを確認するための問題を出しています。このような読解問題
を答えるに当たっては、「だいたいこんな感じ」と大雑把に文意を
捉えるのではなく、本文と問題文を精読し、記述を精確に理解す
ることが肝心となります。文脈を踏まえてことばを理解し、文章
の述べるところを精確に把握する力は、どの学部・学科で学ぶに
あたっても必要不可欠なものです。

古文に関しては、基本語彙、文法（構文理解を含む）、文意の理
解に関する問題が中心となります。問題文は平安時代から江戸時
代までと多様ですが、各設問は高等学校で学ぶ範囲に即したもの
となっており、ふだんの学力が試されます。文脈や語句の呼応を
よく検討しないと選択肢を絞り込んで解答できない点は、現代文
と異なりません。文章を読解する力が肝心となります。

古典語・古典文法は、現代語・現代語文法ほどに、あらゆる学
部・学科で学ぶにあたって即役立つという性質のものではありま
せんが、現代語・現代語文法の基盤となるものです。また、この
国の歴史や文化を正しく理解するためには、その歴史や文化を語
ることばを習得する必要があります。外国語でも同じことですが、
訳に頼った借り物の知識ではなく、その時代のことばに触れ、習
得してほしく思います。また、日本文化の理解を試みるため、古
文・現代文とも、文学史の問題も出しています。

以下、正答率の低かった箇所を中心に、少し具体的に説明しま
す。

前期Ａ方式（１月29日）
一の現代文は、中世ヨーロッパのキリスト教社会における「寛

容」の概念について論じたものです。正答率が３割以下の設問を
中心に確認していくと、問一のBの正答は⑤ですが、②を選んだ
人が５割を超えており、もっとも多かったです。「諸行」と理解し
た人が多かったのでしょうが、この語は「この世の一切の事物・
現象」の意ですから、文脈に合いません。「おこない、しわざ」の
意である「所業（行）」が適切です。字音語は同音異義語が非常に
多いので、その文脈にあった、適切な語句を選択する必要があり
ます。次いでDも正答率が３割強でした。正答は③ですが、④を
選んだ人も比較的多かったです。④は「才媛」で、問題の「シュ
ウエン（周縁）」の候補とはなりにくいと思いますから、問題と選
択肢のいずれかの（あるいはいずれも）意味の把握が難しかった
のかと思います。

問六の正答率は、３割以上ではありましたが、読解問題の中で
はもっとも誤答が多かったです。正答の②を選んだ人が最多でし
たが、⑤を選んだ人がこれに次ぎました。⑤は、前半は本文の主
旨に合致しますが、「個人の能力」云々以降の後半が折り合いませ
ん。本文では「個人の徳」を問題にしています。「徳」は資質、性
質を意味しますので、②の「個人の資質」がより適当となります。

問七は（１）（２）とも文学史問題ですが、いずれも正答率は２
割台でした。（１）は、正答の③よりも①を選択した人の方がやや
多かったです。①は三島由紀夫の代表作。他の選択肢も著名な作
家の代表作ばかりです。（２）も正答の①よりも②を選択した人が

多かったですが、新思潮派は芥川龍之介や菊池寛等で、1950年代
から作家活動を始めた遠藤周作とは大きく時代が異なります。

いずれも、国語便覧に目を通すなどして、知識を養うことで正
答を選べる問題です。文学史の学習にも目を向けてください。

二の古文は『夜寝覚物語』の一節です。長篇からの部分引用と
いうことで、本文だけを読むと情報が不足します。まずはリード
文を熟読し、どのような場面かを理解してから取り組みましょう。

もっとも正答率が低かったのは問六のアで、正答（④）は１割
強、半分以上の人が①を選んでいました。傍線部アの次行に「后
の位になしたてまつりても」ともあることから、「雲居」を「宮
中」と理解した人が多かったのかと思います。また、「きこゆ」に

「噂される」の意があることも判断に影響したでしょうか。です
が、「雲居」には文字どおり雲のあるところ、天上の意もあります
し、ここの「きこゆ」は動詞「見入る」に後続するので補助動詞
です。肝心なのはその「見入る」で、「心にとりつく」の意を持ち
ますので、④が正解となります。問六の他の問題は、エは７割以
上、カは若干低くそれでも４割近くの人が正解でしたが、残るオ
の正答率が２割弱でした。５割以上の人が⑤を選択していました
が、ここは反語に取らないと文脈が通りません。「どうして演奏な
さらないことがあるだろうか（いやない）」という反語文は、言い
換えれば「かならず演奏なさるであろう」となります。

次いで正答率が２割強と低かった問八ですが、姫君の「もの思
ひ」が天人のことばに端を発するものであることは、問六のエに
見える通りで、正答の候補は③～⑤に絞られます。そして、「残す
手なく伝へたまふべき」と楽曲が伝授されたこと自体を反語で否
定しているのですから、この中の④が正答となります。

前期Ａ方式（１月30日）
一の現代文は裁判員制度に関する論述です。「国語」の問題とし

て異例に感じるかもしれませんが、知識の幅を広げることは、大
学の学びにおいて重要であると考えての出題です。

全体の正答率が６割を超えており、４割を切るような問題もそ
う多くありませんでした。問一の中では、比較的Bの正答率が低
く、正答の②「霊魂」が約４割、対して④「根絶」も３割強と比
較的拮抗していました。たしかにコンタンと読む語には「根端」
もありますが、植物の根の先端の意で、あまり一般的な語ではな
く文脈にも沿いません。「魂胆」という語自体が難しかったので
しょうか。問三は全体に正答率が高かったですが、　ほ　のみは
４割以下でした。正解①と、②がほぼ拮抗していますが、この
　ほ　を含む文は「これらに対して」から始まりますので、直前
の文を受けているとわかります。その文では、「法技術」の必要性
とともに、「固定的な裁判慣行」が存在する以上、「一般的な量刑
論」において市民の判断には「限界が付きまとう」と述べられて
います。「根拠がなくても判断できる」ではなく、素養、つまりは
法律の専門家として身に付けた技術がなくても、と理解するのが
適当です。問四の　a　も正答の①と⑥がほぼ同率でした。⑥が
正答である　e　と見合わせると、　e　の前文では市民による司
法改革の可能性を述べる一方、後文はその市民の技術的な限界を
述べ、前文を部分的に否定していますから、「とはいえ」の方がよ
り適切です。となると、　a　には①を入れるのが適当というこ
とになります。「同じ記号は一度しか使えません」という但し書き
のある問題は、判断が難しいものはひとまず措いて、補入しやす
いものから埋めていくと選択肢が絞り込みやすいです。

文章読解の問題では問六が、正答の④と、①を選択した人が拮
抗していましたが、①の「啓蒙」に関しては、本文１ページ４行
目で「考えているとすれば」と仮定形で述べ、以下でも批判的で
す。では、啓蒙が目的ではないなら何が目的かというと、筆者は

「権力への迎合」「市民の意欲が無力化される」と理解します。「本
音が出た」と考えているのは筆者である点、注意してください。

最後の問八は正答の④以外に⑤を選んだ人も多かったですが、
本文４ページの３行に「裁判員裁判において、市民が死刑制度に
ついてどう考え、個々の死刑判断をどう考えるかは、文字通り裁
判官と同じウェートと力を持つ」とあって、⑤のように裁判員制
度が勝るとは述べていません。④が適当ということになります。
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二の古文は『平中物語』は、『伊勢物語』などと同じく、「歌物
語」と称される、和歌を中心に構成された短篇物語集です。

問五の正答は③ですが、①・②を選んだ人、特に①を解答した
人が最も多く、②・③は拮抗していました。ですが、この二重傍
線部Cを含む会話文の後に、「とぞ、この、来たる親族たばかりけ
る」と、会話文を受ける引用の格助詞「と」が続き、「来たる親
族」とあるので、③が正答です。

問六のアも正答の④を選んだ人が３割弱で、正答率は高かった
ですが、①・⑤を選んだ人も多かったです。「内裏」「宮中」とい
う語に引かれたのではないかと思いますが、①・⑤とも、後半が

「はるかに見ゆる人」の訳として適当ではありません。Ａ方式（１
/29）の古文の解説にも書いたとおり、「雲居」は必ずしも宮中な
どの意味ではなく、文字通りの意味である場合もあります。ウは
⑤を選んだ人が６割近く、正答の④は１割５分程度でした。動詞

「倦ず」は「いやになる」「うんざりする」といった意味の動詞で
す。

問十の甲は②・④・①・③・⑤の順で解答した人が多く、正答
の③は１割強でした。『伊勢物語』と在原業平がセットであるよう
に、『平中物語』と平貞文もセットです。

前期Ｂ方式
Ⅰの必答現代文は『不思議の国のアリス』の、昭和初期の翻訳

に関する解説で、文学史上の著名な作家も多く登場する文章です。
全体に正答率は高かったですが、問一の中ではBが正答率４割弱
と若干低めでした。「嫌疑」という表記が浮かびにくかったので
しょうか。問三の中では、　に　の正答率が２割強と低めで、③
を選んだ人が最も多く、②、正答の①と続きました。ここは直前
に「脱落や断絶があるからこそ」とあり、かつ、「芥川が翻訳に携
わっていたら」という仮定のことを述べていますので、過去を偲
んでいるわけではなく、①か③に絞られます。そして、著者があ
り得ないことと知りつつも、その「もしも」を雄弁に語っている
のですから、「無意味」も適当とは言えません。問五の甲も正答の
④と、①が拮抗していましたが、「あやかる」の意味は④ですし、
芥川にとって白秋が「憧れの人」であることは本文からも読み取
れます。

問九の文学史問題も、正答の③と、④がほぼ拮抗していました。
③は森鷗外の代表作です。
Ⅱの選択現代文は、西洋における「技術観」の変遷について論

じた文章です。問一の中では、Ａ、E、Fの３問の正答率が２割前
後と低めでした。Ａは正答の⑤と、④が概ね同じ程度の解答率で
した。「機影」と「幾何学」の１字目はよく似た漢字ですので、誤
認があったのかと思います。Eは③の「零落」を選択した人が５
割以上ともっとも多く、正答の④の３倍以上でした。文脈から

「零」の字が想起しやすかったのかと思います。Fの正答は①です
が、④・②・①の順で選択した人の方が多かったです。④の「親
近」は親しいというイメージから選ぶ人が多かったのかと思いま
す。②の「謹直」に関しては、少し難しい語だったでしょうか。

読解問題は正答率が高めで、もう一問だけ、正答率が２割弱で
あるのも語句問題の問二のeでした。正答は⑦ですが、⑧を選択
した人が４割以上ともっとも多かったです。⑧の「中でも」は「多
くのものの中から特に」という意味の副詞ですが、この空欄が掛
かる前段は「ベーコンは、このような実験こそが」から始まって
おり、実験のことを述べた文章ですから、後段の冒頭に「中でも
実験は」と、取り立ての副詞を補入するのは適当ではありません。
実験に関しての話題を転じていますので、⑦が適切となります。
Ⅲの選択古文は、リード文にもあるとおり、狂言の教授書とな

ります。高等学校の教科書などに取り上げられることはまずない
作品でしょうが、全体の正答率は７割以上と、比較的読解しやす
い文章であったようです。

その中で正答率の低かったのは問二のbで、解答数は④・①・
②の順でした。正答は①で正答率は２割５分ほどでした。４割弱
の④を選択した人は、「人前だとあがってしまう」のような現代語
を意識したのかもしれませんが、「あがる」には「のぼせる」の意
味があります。後は、問八の　15　が正答率５割弱と、比較的正

答率が低く、正答の④のほか、⑤を選んだ人も多かったですが、
「情識」は強情の意ですし、こちらの方が本文の趣旨とも合致しま
す。

後期
一の現代文は、化学者である著者が専門である化学「以外」を

学んだ意義について述べた文章です。全体に正答率は高めでした
が、いくつか低い問題もあり、問一の中ではeが３割弱でした。
シカツを「死活」と認定することはさほど困難ではないでしょう
から、正答である⑤「活写」が見慣れない語句であったのかと思
います。同じく語句の問題では、問二のウ「片言隻句」（正答は
①）の正答率が２割強と低めでした。エも正答（⑤）は半数弱で、

「思い出した」という語句自体はごく一般的ですから、他の問題以
上に、文脈の理解が重要でありました。

最後の問十、文学史問題も正答率が２割弱でした。漱石のデ
ビュー作は『吾輩は猫である』、絶筆は『明暗』です。実は、『明
暗』が絶筆であることを知っていれば正答の⑤が選べる問題です。
たいへん著名な作家のデビュー作と絶筆ということで、文学史の
基本的な知識を問う問題となります。

二の古文は、俳人の書簡という、やはり教科書等にはあまり掲
載されない文章であろうと思います。最初の問一が若干難しかっ
たようで、正答率は３割弱でした（正答は⑤）。「情けなし」には

「薄情」「思いやりがない」といった意味もありますが、其角の評
は、去来の発句を批判しているわけではないので、①・②では不
適当で、⑤が適当ということになります。問五も正答率は３割ほ
どでした（正答は③）。「歌の魂」という語句が理解しにくかった
でしょうか。傍線部４の前後の文脈を追っていくと、前では道綱
の母の和歌を元に去来が発句を詠んだと、後では「発句の手柄（＝
優れたところ）少なく」とあります。それでは、「手柄」はどこに
あるのかと言えば、元になった道綱母の和歌にある、ということ
になります。

問六は正答率が１割程度と、この大問内でもっとも正答率の低
い問題でした。「なほ」の意味としては④もあり得ますが、ここの
文脈には合いません。二重傍線部イから遡っていくと、前行の後
半に「殊には「知れや」と」とあります。この「知れや」はBの
句を、「再び句作」とあるのはBの次にCを詠んだことを指しま
す。そして、最後にＡ「応々と」の句を思い至ったと続く文です
から、①の「さらに」が適当です。
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国語 〔A方式 00/00〕
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国語 〔前期Ａ方式 1/30〕

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

186 187



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ａ方式 1/30〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

186



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ａ方式 1/30〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

184 185



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ａ方式 1/30〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

184



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ａ方式 1/30〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

182 183



国語 〔A方式 00/00〕

国語 〔A方式 00/00〕

国語 〔前期Ｂ方式〕

国語 〔前期Ａ方式 1/30〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

182



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ｂ方式〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

180 181



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ｂ方式〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

180



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ｂ方式〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

178 179



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ｂ方式〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

178



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ｂ方式〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

176 177



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ｂ方式〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

176



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ｂ方式〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

174 175



国語 〔A方式 00/00〕

国語 〔A方式 00/00〕国語 〔前期Ｂ方式〕

国語 〔後期〕

総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

174



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔後期〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

172 173



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔後期〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

172



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔後期〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

170 171



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔後期〕総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

170



●●科国語 〔A方式 00/00〕国語 〔後期〕 総
合
型
選
抜

公
募
型
学
校
推
薦
選
抜
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

英

語
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

数

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

生

物
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

化

学
公
募
型
学
校
推
薦
選
抜

国

語

一
般
選
抜

一
般
選
抜
英
語

一
般
選
抜
日
本
史
一
般
選
抜
世
界
史

一
般
選
抜
生
物

一
般
選
抜
化
学

一
般
選
抜
数
学

一
般
選
抜
国
語

168 169


